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Summary 
This study was designed to elucidate the effects of the excision of trophoblastic cells of rabbit 
blastocyst on the protein in the blastocoelic fluid using the blastocyst of preimplantation stage. 
Th巴resultsobtained were as fellows 
1. In the blastocysts cultured after the excision of trophoblastic cells in vitro， the protein content 
of blastocoelic fluid was lower than in those cultured control or intact. 
2. Protein bands in densitom巳trictracing of the serum， uterine fluid and blastocoelic fluid were 
detected 6，4 and 5， respectively 
3. After the excision of trophoblastic cells from a blastocyst， the albumin increased， while the 
r-globuline decreased 
緒言
家兎廃盤胞は，子宮に着床する直前に急激な成長を示
し.JlI盤胞腔液を多量に蓄積することが知られている1)
そしてこの時期に匹盤胞腔液のある物質は特異的な変化
条件を改良し，発生率を高める目的で，着床前の目玉盤胞
腔液に出現する蛋白質について，その濃度及び成分につ
いて比較検討した.
材料および方法
を示しており，これは妊盤胞の特異的な代謝型に変化が 実験の全過程を図 1に示した.すなわち.(1) 6日齢家
生じていることを意味している.菅原と竹内によれば2) 兎脹盤胞の採取. (2)廃盤胞の問問troにおける処理. (3) 
グルコース，乳酸，ピルビン酸，アミノ酸，全窒素及び 匹盤胞の培養.(4)廃盤胞腔液の蛋白質濃度測定.(5)デイ
蛋白態窒素は 6日齢から 8日齢の聞で著しく増加し，特 スク電気泳動による分析である.
に全窒素と蛋白態窒素は 8日齢に至り血液濃度に達する 脹盤胞の処理 3羽の日本白色種家兎より 6日齢の匹
ことを明らかにしている.これまでの研究によると，蛋
白質の合成能は分割期では弱く ，目玉盤胞期に達すると前
者の 3-9倍に増大することが観察されている3-4)
著者はこれまで栄養膜細胞を切り取った着床前妊盤胞
の発生能力について検討し，栄養膜細胞切り取りが，そ
の後のEf盤胞の発生に重要な影響を及ぼしていることを
報告した5-6) そこで，切り取り処理した肱盤胞の培養
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盤胞を滅菌生理的食塩水を用いて，子宮潅流により採取
し，直ちに F12+10%仔牛血清中で処理開始時まで保存
し実験に供した.培養だけの区では無処理妊盤胞を12時
間培養した.他方，栄養膜細胞切り取り区では，切り取
り処理を既報5)のようにして行い. 50-60% (無処理時
の体積を100%とする)に萎縮した佐盤胞を. 5 %C02. 
3TCの培養器中で12時間培養し，形態的に充分元の体積
第 1号
すなわち，ポリアクリルアミド7.5%の分離ゲルを用い，
pH9.4用ゲルの方法に従った.ゲル濃度はカラムあたり
0.02mg蛋白量になるように調整した永動終了後コマ
ジーブルーリーアンドブルーにより染色を行い，デンシ
トメーターにかけ、得られた各分画を比較検討した.
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結果及び考察
妊盤胞腔液中の蛋白質濃度は表1に示す通りである.
無処理区と培養区はそれぞれ152.5，145.5mg/ dQで、あり、
培養による影響は認められなかった.他方，栄養膜細胞
切り取り処理区では、 93.1mg/dQと減少傾向を示した.
Table 1. Protein content of blastocoelic fluid in the rabbit. 
Protein (m日/dQ)No. of 
analyses 
mtact 
culture 
cutting of trophoblastic cel 
*Mean土S.D
152.5土52.8*
145.5 
93.1:I 35.2 
??
? ?? ?
Treatments 
? ? ? ← ?
Intact 
U (2) 
(3) 
初期発生時期における受精卵子の重要な機能は，細胞
分化と増殖に必要な物質の合成であり，その中でも蛋白
質の合成は特に大きな役割を果たしていると考えられ
る.細胞の切り取り処理をし，形態的に回復した距盤胞
の胞腔液中蛋白質の減少はその後の発生に重要な影響を
及ぼすことが?監察される.家兎匹盤胞の膨張機構につい
ては、化学的ポテンシャルの測定から，水の能動移送に
よるとの説が提唱されているが9)、水だけとは考え難く
今後検討が必要である.
ディスク電気泳動による蛋自分画は，図 2にデンシト
メーターによるヒストグラムを、表2に泳動パターンに
よる各分画の量的変動を示した.コントロールとして分
(4) 
Polyacrylamido disc gel 
electroph oresis 
(5) 
Procedure of experiments 
まで回復した佐盤胞を材料とした.
蛋白質濃度の測定.蛋白質濃度は 5μ1の脹盤胞腔液
について， Lowryらの方法7)により測定した.
電気泳動 DavisとOrnsteinの原法を改変したディ
スク電気泳動法8)を用いて蛋白質成分の泳動を行った.
F i g.1. 
Table 2. Disc electrophoretic pattern of protein in the blastocoelic fluid. 
Disc eletrophoretic patterns * 
Broad 
y-globulin 
Post -tr ansfer rin 
Intact 
Culture 
Cutting of cel 
Uterine fiuid 
Materneal serum 
* Staining intensity ; 
++ 
十
+ 
十
十+++++ 
Transferrin 
+++ 
Uteroglobin 
+ 
十
+ 
十十十
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Albumin Post-albumin 
+++ 
++ 
+十
+++ 
+十十
+++ 
+ Weak 
十+ Moderate 
+ + + Strong 
Pre-albumin 
???
?
?
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析した血清では 6つの分画を認めることができた.他方，
子宮液では 4つの分画しか認められなかった.また，旺
盤胞腔液では 5つの分画が認められ，プレアルブミン，
アルブミン，ウテログロビン， トランスフェリンそして
Y グロプリンと推測された.無処理区と処理区ではア
ルブミンと y-グロプリンの量的変動が認められた.す
なわち，培養区及び細胞切り取り処理区ではアルブミン
の増加と Yー グロプリンの減少が認められた
y-G 
Se ru囚
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Fig.2. Disc electrophoretic patterns of seru皿， uteri ne 
fluid and blastocoelic fluid of the rabbit. 
A:Albumin， U:Uteroglobin， T:Transferrin， 
y-G:y-Globulin 
これまでの研究から旺盤胞の発生に重要な影響を及ぼ
す蛋白質分画は，アルブミンとウテログロプリン(プラ
ストキニン)の2つであると考えられる Krishnanと
Danielはウテログロプリンが廃盤胞の成長を促進させ
ることを報告しており 10)、今回 2つの処理区における
分画の変動では、y-グロプリンの減少はあるもののアル
ブミン分画の増加が認められ，これらの処理匹盤胞はそ
れ以後も十分な発生能を保持していると考えられる.こ
の種の研究報告は他に見られず，さらに詳細な検討が必
要とされる.
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要約
子宮に着床する前に急激な成長をする家兎匪盤胞を用
い，体外での培養及び栄養膜細胞切り取り処理を行った
匹盤胞の胞腔液中蛋白質濃度及び蛋白質分画の変動につ
いて比較検討した.その結果は以下の通りである.
1. H壬盤胞腔液中の蛋白質濃度は，無処理区、培養区
及び栄養膜細胞切り取り区でそれぞれ、 152.5，145.5及
び93.1mg/dRであり，栄養膜切り取り区は他2区と比べ
て低い結果であった.
2. ディスク電気泳動による蛋白質分画は，血清，子
宮液及びHf盤胞腔液でそれぞれ6、4、5つの分画を認
めることができた.処理区において，アルブミンと Y
グロプリンの変動が認められた.
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